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令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会［会議次第］ 

 
令和６年（2024 年）１月 29 日（月）午後２時から 

鎌倉市役所 第３分庁舎 講堂 

 

○ 開 会 

 

１ 議案 

議案第３号 鎌倉都市計画地区計画（住友常盤地区地区計画）の決定について 

議案第４号 鎌倉都市計画地区計画（小町二丁目地区地区計画）の決定について 

 

２ 報告 

報告第５号 第８回線引き見直しに向けた取組状況について 

 

３ その他 

 

○ 閉 会 
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鎌倉都市計画地区計画の決定（鎌倉市決定） 

都市計画住友常盤地区地区計画を次のように決定する。 

名称 住友常盤地区地区計画 

位置 鎌倉市常盤字仲ノ坂、一向堂及び常松下地内 

面積 約 8.5 ha 

地区計画の目標 

住友常盤地区は東側から南側にかけ大仏ハイキングコース、

西側に大仏切通が位置する歴史的風土保存区域に囲まれた、緑

豊かな高台の住宅地である。昭和 40年代中頃より通風・採光・

眺望・プライバシーに優れた雛段型造成地として開発され、住

民はこの自然豊かなゆとりある住環境を堅持してきた。今後

も、居住専用を主とする閑静な低層住宅地として、健全な生活

環境を保全するまちづくりを目指す。 

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針

土地利用の方針 

当地区は、豊かな自然環境を保全し、居住専用を主とするゆ

とりある低層住宅地として位置づけ、敷地内の緑化の努力、敷

地の細分化の防止、建築物の用途制限等を規定することにより

健全な住環境の維持を図る。 

法面は景観と安全面から切土、盛土等の形質を変更すること

なく、現状を維持するものとする。 

緑化の方針 
現在の自然環境を後退させることなく、法面及び建築物の敷

地は緑化に努める。 

建築物等の整備の方針 

閑静なゆとりのある低層住環境の保全を図るため、建築物の

用途の制限および建築物の敷地面積の最低限度について必要

な基準を設ける。 

資料１
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地
区
整
備
計
画

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項

建築物等の用途の

制限 

次に掲げる建築物以外の建築物は、建築してはならない。 

（１）住宅 （届出住宅〔住宅宿泊事業法第３条第１項の届出に

係る住宅〕、又は長屋、共同住宅を除く。） 

（２）住宅で事務所、学習塾・華道教室・囲碁教室等、アトリ

エ又は工房の用途を兼ねるもの。

（３）集会所 （近隣住民を対象としたものに限る。） 

（４）前各号の建築物に附属するもの。 

建築物の敷地面積

の最低限度 

200㎡ 

当該規定の施行又は適用の際、現に建築物の敷地として使用

されている土地で当該規定に適合しないものについて、その

全部を一の敷地として使用する場合においてはこの限りでは

ない。 

「区域は計画図表示のとおり」 

理  由 

別紙理由書のとおり 
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理由書 

鎌倉市は、神奈川県の南東部三浦半島の基部に位置しており、北は横浜市、西は藤沢市、

東は逗子市に接しています。また、地形は丘陵地が多く、その合間に谷戸が存在し、相模湾

を望む海岸線など豊かな自然環境や鎌倉時代からの歴史的遺産等を兼ね備えた土地となっ

ています。 

本計画区域は、鎌倉市の中央部に位置し、住民協定の締結により、既に良好な住環境が形

成されている低層住宅地であり、歴史的風土保存区域と近接するほか、鎌倉風致地区内に位

置し、緑豊かな住環境を有しています。 

また、鎌倉市都市マスタープラン 地域別方針 深沢丘陵地域においては、まちづくりの

基本的考え方として、「若い人から高齢者まで誰もが住みやすいまちづくり、豊かな自然環

境をいかした良好なまち並み形成を進める。」と掲げており、「良好な居住環境の保全と魅力

的なまちづくり」を目標としています。 

本区域では、昭和 61年に住民協定が締結されており、令和元年に都市計画法第二十一条

の二の規定に基づくまちづくり市民団体が設立され、令和４年９月６日に同団体から同法

同条の規定に基づき、本計画区域に地区計画を決定する都市計画提案が行われたものです。 

市は、当該提案を受けて、都市計画を決定する必要があると判断し、建築物の用途制限等

を定め、将来にわたり良好な住環境の維持・保全を図ることができるように、本案のとおり

地区計画を決定するものです。 
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経 緯 書 

住友常盤地区地区計画 

都市計画決定の経緯 

なし 

今回の都市計画決定の経緯 

昭和 61年 ４月 住友常盤住民協定 締結 

平成 30年 ４月 11日 自治会総会にて住民協定の地区計画への移行が承認 

平成 31年 ４月 ５日 自治会総会にて地区計画検討委員会の設置承認 

令和 元年 ９月 17日 「鎌倉市まちづくり条例」に基づくまちづくり市民団体「住友常盤まち

づくりの会」認定 

令和 元年 

～令和４年 

提案者が、地権者に対し、繰り返し説明 

令和 ４年 ９月 ６日 提案者から、都市計画提案制度を利用した地区計画案の都市計画提案

書が提出される 

令和 ５年 ３月 １日 市が、「鎌倉市まちづくり条例」に基づく土地利用協議会（都市計画部

会）を開催 

令和 ５年 ６月 ９日 「鎌倉市まちづくり条例」に基づき、市から提案者に対し、都市計画の

決定をする必要があるという旨の「判断結果通知書」を通知 

令和 ５年 ９月 ６日 

～ ９月 20日 

原案の縦覧（鎌倉市まちづくり条例施行規則第 26条） 

縦覧者０名 意見書の提出０名 

令和 ５年 ９月 ９日 地区住民に対する説明会を開催 

令和 ５年 10月 20日 都市計画案を神奈川県知事に協議 

（都市計画法第 19条第３項） 

令和 ５年 11月 14日 神奈川県から法定協議回答 

令和 ５年 11月 24日 

～ 12月 ９日 

法定縦覧（都市計画法第 17条第１項） 

縦覧者０名 意見書の提出０名 

令和 ６年 １月 29日 鎌倉市都市計画審議会（付議） 

令和  年  月  日 都市計画の決定・告示 
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都市計画を定める土地の区域 

都市計画を定める土地の区域 

追加する部分 

  鎌倉市常盤字仲ノ坂、一向堂及び常松下地内 

削除する部分 

  なし 

変更する部分 

  なし 
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議案第３号 鎌倉都市計画住友常盤地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会

鎌倉都市計画住友常盤地区
地区計画の決定について

議案第３号

１ 議案

地区計画とは、建築物の建築形態、公共施設その他の施設の配
置等からみて、一体としてそれぞれの区域の特性にふさわしい
態様を備えた良好な環境の各街区を整備し、開発し、及び保全
するための計画

0

資料２



議案第３号 鎌倉都市計画住友常盤地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 議案第２号 鎌倉都市計画生産緑地地区の変更について

位置

鎌倉駅

1

市内で12箇所、約89.8haの地区計画を都市計画決定

岩瀬地区地区計画

鎌倉芸術館周辺地区地区計画
大船駅東口第１地区地区計画

台亀井地区地区計画

大船高野地区地区計画

十二所積善第２地区地区計画

大平山丸山地区地区計画

深沢地区地区計画

笛田三丁目地区地区計画

腰越五丁目地区地区計画
十二所積善地区地区計画

大町六丁目地区地区計画



議案第３号 鎌倉都市計画住友常盤地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 議案第２号 鎌倉都市計画生産緑地地区の変更について2

地区計画区域について



議案第３号 鎌倉都市計画住友常盤地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 3

現在は、住民の皆様によるまちづくりと
して、「住民協定」を運用し、住民主体で
良好なまち並みを守っている。

名称 制定年 主な制限・取り決め

住友常盤住宅地
住民協定

昭和61年 用途を一戸建の専用住宅のみ、
階数は2階以下、敷地分割の禁止

これまでの経緯



議案第３号 鎌倉都市計画住友常盤地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 4

平成30年～ 住友常盤自治会が地区計画策定の検討を開始

令和４年９月６日 住友常盤まちづくりの会から都市計画提案書の提出

令和５年６月～
土地利用協議会の議を経て、都市計画提案の内容に
ついて、都市計画決定する必要があると判断し、都市
計画決定に向けた手続きを開始

昭和63年 住友常盤住宅地住民協定を締結

これまでの経緯



議案第３号 鎌倉都市計画住友常盤地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 5

第一種低層住居専用地域
（建ぺい率40％、容積率80％）

第２種風致地区

現状の土地利用規制等について



議案第３号 鎌倉都市計画住友常盤地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 6

本地区の土地利用の方針

位置付け：計画開発住宅地（丘陵住宅地）

○将来土地利用イメージ

周辺の緑と一体となった良好な低層戸建住宅地としての住環境

の保全を図ります。

○方向性

良好な住環境が維持されている地区

地区計画、建築協定等の適用による敷地の細分化防止、良好な

住環境の保全

鎌倉市都市マスタープランでの位置付について



議案第３号 鎌倉都市計画住友常盤地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 7

名称： 住友常盤地区地区計画
位置： 鎌倉市常盤字仲ノ坂、一向堂及び

常松下 地内
区域面積： 約８．５ha
同意率： 約８８％ (権利者に対する割合）

約８８％（土地の総地積に対する割合）

地区計画の内容について



議案第３号 鎌倉都市計画住友常盤地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 8

【区域の整備・開発及び保全の方針】

地区計画の
目標

住友常盤地区は東側から南側にかけ大仏ハイ
キングコース、西側に大仏切通が位置する歴史的
風土保存区域に囲まれた、緑豊かな高台の住宅地
である。昭和40年代中頃より通風・採光・眺望・プラ

イバシーに優れた雛段型造成地として開発され、住
民はこの自然豊かなゆとりある住環境を堅持してき
た。今後も、居住専用を主とする閑静な低層住宅地
として、健全な生活環境を保全するまちづくりを目
指す。

地区計画の内容について



議案第３号 鎌倉都市計画住友常盤地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 9

【区域の整備・開発及び保全の方針】

緑化の方針
現在の自然環境を後退させることなく、法面及び

建築物の敷地は緑化に努める。

建築物等の
整備の方針

閑静なゆとりのある低層住環境の保全を図るた
め、建築物の用途の制限および建築物の敷地面積
の最低限度について必要な基準を設ける。

土地利用の
方針

当地区は、豊かな自然環境を保全し、居住専用
を主とするゆとりある低層住宅地として位置づけ、
敷地内の緑化の努力、敷地の細分化の防止、建築
物の用途制限等を規定することにより健全な住環
境の維持を図る。

法面は景観と安全面から切土、盛土等の形質を
変更することなく、現状を維持するものとする。

地区計画の内容について



議案第３号 鎌倉都市計画住友常盤地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 10

【地区整備計画】

建築物の用途
の制限

次に掲げる建築物以外の建築物を建築しては
ならない。
（１）住宅（届出住宅、又は長屋、共同住宅

を除く。）
（２）住宅で事務所、学習塾・華道教室・囲

碁教室等、アトリエ又は工房の用途を
兼ねるもの。

（３）集会所 （近隣住民を対象としたものに
限る。）

（４）前各号の建築物に附属するもの。

地区計画の内容について



議案第３号 鎌倉都市計画住友常盤地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 11

【地区整備計画】

建築物の敷地面
積の最低限度

２００㎡
※当該規定の施行又は適用の際、現に
建築物の敷地として使用されている土
地で当該規定に適合しないものについ
て、その全部を一の敷地として使用する
場合においてはこの限りではない。

地区計画の内容について



議案第３号 鎌倉都市計画住友常盤地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会

R５.11.24
～12.８

R６.１.29 R６
６月議会

議案第２号 鎌倉都市計画生産緑地地区の変更について

R５.10.20～

縦
覧
者
０
名

意
見
書
０
通
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の
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法
第
19
条
第
3
項

異
存
な
し
の
回
答

都市計画手続について



鎌倉都市計画地区計画の決定提案 

名 称 住友常盤地区地区計画 

位 置 鎌倉市常盤９８５、９３７、９２２、９２８ 地内   添付別紙のとおり 

面  積 約 8．5 ha 

地区計画の目標 

住友常盤地区は東側から南側にかけ大仏ハイキングコース、西側に大仏

切通を配する歴史的風土保存区域に囲まれた、緑豊かな高台の住宅地

である。 昭和 40 年代中頃、住友不動産（株）により通風・採光・眺望・ 

ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰに優れた雛段型造成地として開発され、住民はこの自然豊かな

ゆとりある住環境を堅持してきた。 今後とも、この閑静な居住専用の低層

住宅地として、健全な生活環境を保全するまちづくりを目指す。 

区域の 

整備 

保全の

方針 

土地利用の方針 

当地区は、閑静な自然環境を重視し、居住専用のゆとりある低層住宅地と

して位置づけ、敷地内の緑化の努力、敷地の細分化の防止、建築物の用

途制限等を規定することにより健全な住環境の維持を図る。  

法面は景観と安全面から切土、盛土等の形質を変更することなく、現状を

維持するものとする。 

緑化の方針 
現在の自然環境を後退させることなく、敷地・法面は樹木の植栽・芝地化

を進め、接道緑化にも努める。 

建築物等の整備の

方針 

閑静なゆとりのある低層住環境の形成を図るため、建築物の用途の制限

および建築物の敷地面積の最低限度について必要な基準を設ける。 

地 区  

整備 

計画 

建築物等の 

用途制限 

次に掲げる建築物以外の建築物は、建築してはならない。  

１．住宅 （届出住宅、または長屋、共同住宅を除

く）  

注： 届出住宅とは、住宅宿泊事業法（平成 29 年度法律第 65 号）第 2 条

第 5 項の届出住宅 

２．兼用住宅 （事務所、アトリエ又は工房、学習塾・華道教室・囲碁教室

その他これらに類する施設に限る） 

３．集会場 （近隣住民を対象としたもの） 

４．前各号の建築物に附属するもの 

建築物の敷地面積 

の最低限度 

敷地面積の最低限度  

１．２００m2  

２．適用除外  

前項の規定の施行又は適用の際、現に建築物の敷地として使用されてい

る土地で同項の規定に適合しないもの、又は現に存する所有権その他の

権利に基づいて建築物の敷地として使用するならば、同項の規定に適合

しないこととなる土地について、その全部を一の敷地として使用する場合

においては、同項の規定は適用しない。 

参考資料 

（提案内容） 
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鎌倉都市計画地区計画（小町二丁目地区地区計画） 
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鎌倉都市計画地区計画の決定（鎌倉市決定）

都市計画小町二丁目地区地区計画を次のように決定する。

名称 小町二丁目地区地区計画 

位置 鎌倉市小町二丁目地内 

面積 約 0.9 ha 

地区計画の目標 

 鎌倉時代の政庁がおかれた地である宇都宮辻子幕府に位置

し、民衆が暮らす中心地であった本地区を古都鎌倉に相応し

い、うるおいのある低層住宅地として形成、保全し、住民が豊

かに暮らすことのできるまちづくりを目標とする。 

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針

土地利用の方針 

本地区は、社寺等の歴史的遺産と一体となった低層低密で緑

豊かな落ちついた雰囲気を持つ戸建て住宅を主体とした低層

住宅地と位置付け、建築物の用途の規制、高さの制限等により

閑静で良好な住環境の形成及び維持・保全を図る。 

また、地区内道路は、安全な車両の通行を確保するように維

持・保全を図る。 

建築物等の整備の方針 

閑静なゆとりのある低層住宅地を形成するため、建築物の用

途、容積率、建蔽率、最低敷地規模、高さ、形態及び緑化率に

ついて明確な規制誘導をする。 

緑化の方針 
緑あふれ、潤いのある住環境を形成するため、敷地内におい

ては緑化を図るよう努める。 

資料１

1



地
区
整
備
計
画

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項

建築物等の用途の

制限 

次の各号に掲げる建築物以外の建築物を建築してはならない。 

ただし、地区計画の決定の告示日に、現に存する建築物並びに

現に建築、大規模の修繕及び大規模の模様替の工事中の建築物

（以下「従前建築物」という。）がこの規定に適合しない場合に

おいては、この限りでない。 

（１）戸建住宅、共同住宅及び長屋

（２）前号の建築物に附属するもの

建築物の容積率の

最高限度 
120％ 

建築物の建蔽率の

最高限度 
60％ 

建築物の敷地面積

の最低限度 

165 ㎡ 

ただし、地区計画の決定の告示日に、現に建築物の敷地として

使用されている土地で当該規定に適合しないものについて、その

全部を一の敷地として使用する場合においてはこの限りでない。 

建築物の高さの最

高限度 

建築物の高さは 8.2ｍ、軒の高さは 7.0ｍをそれぞれ超えないも

のとする。 

ただし、地区計画の決定の告示日に、従前建築物がこの規定に適

合しない場合においては、この限りでない。なお、建築、大規模の

修繕及び大規模の模様替については次に掲げる範囲内とする。 

（１）従前建築物の同一敷地であること。

（２）従前建築物の高さを超えないこと。

建築物等の形態又

は色彩その他の意

匠の制限 

建築物等の形態 

(１) 階数は地階を除き２以下とする。

(２) 屋外広告物等については、設置はしないものとする。

建築物の緑化率の

最低限度 
20％ 

「区域は計画図表示のとおり」

理  由

別紙理由書のとおり

2



理由書 

鎌倉市は、三浦半島の基部に位置し、南は相模湾に面し、温暖な気候と山・海の豊かな自

然に恵まれた都市であり、「古都としての風格を保ちながら、生きる喜びと新しい魅力を創

造するまち」の実現に向け、鎌倉市都市マスタープランにおいて、「くらしに自然・歴史・

文化がいきる古都鎌倉」を基本理念としています。 

本計画区域は、鎌倉地域の中央部に位置し、社寺等の歴史的遺産と一体となった低層低密

で落ちついた雰囲気を持つ住宅を主体とした低層住宅地が形成されており、計画区域内は、

宇都宮辻子幕府跡文化財の包蔵地です。 

また、鎌倉市都市マスタープラン 部門別方針 土地利用の方針においては、「旧市街地

の住宅地」と位置付けており、将来土地利用イメージは、「社寺等の歴史的遺産や自然と一

体となった低層低密で緑豊かな落ち着いた雰囲気を持つ戸建住宅を主体とし、一部中層の

共同住宅や、住環境と調和した店舗等のある魅力的な住宅地として保全を図ります。」とし

ています。また、「地区計画、建築協定等の適用による敷地の細分化等の防止、良好な住環

境の保全」を基本的な方向性としています。 

令和３年に当該計画地に存するまちづくり市民団体から、本地区計画の策定により、古都

鎌倉に相応しい、うるおいのある低層住宅地として形成及び保全を図ることを目的として、

都市計画法第 16 条第３項の規定に基づく地区計画を決定する住民原案の申出が行われたも

のです。 

市は、当該申出を受けて、都市計画を決定する必要があると判断し、建築物等の用途の制

限等を定め、将来にわたり、古都鎌倉に相応しい、うるおいのある低層住宅地として形成及

び保全を図ることを目的として本案のとおり、地区計画を決定するものです。 

3



経 緯 書

小町二丁目地区地区計画 

都市計画決定の経緯 

なし 

今回の都市計画決定の経緯 

令和 ２年 10 月 31 日 住民原案申出人による住民説明会開催 

(鎌倉市まちづくり条例第 21 条第２項第５号) 

令和 ３年 ６月 17 日 地区計画等の住民原案の申出 

(都市計画法第 16 条第３項及び鎌倉市まちづくり条例第 22 条第１項） 

令和 ５年 ２月 22 日 「鎌倉市まちづくり条例」に基づき、市から原案申出者に対し、都市 

計画案を作成する必要があるという旨の「判断結果通知書」を通知 

(鎌倉市まちづくり条例第 22 条第３項及び同施行規則第 21 条第４項） 

令和 ５年 11 月 ９日 都市計画案を神奈川県知事に協議 

(都市計画法第 19 条第３項) 

令和 ５年 12 月 13 日  法定縦覧(都市計画法第 17 条第 1 項) 

～12 月 27 日 

令和 ６年 １月 29 日  鎌倉市都市計画審議会(付議） 

令和 年  月  日 都市計画の決定・告示 

4



都市計画を定める土地の区域 

追加する部分

鎌倉市小町二丁目地内

削除する部分

  なし

変更する部分

  なし
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鎌倉市

小町三丁目

雪ノ下三丁目

雪ノ下一丁目

小町二丁目

小町一丁目

大町一丁目

扇ガ谷一丁目

御成町

鎌倉都市計画地区計画
小町二丁目

鎌倉都市計画地区計画の決定
小町二丁目地区地区計画 

1/1

①②
③ ④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

３・
３・
１
号
　
鎌
倉
参
道
線

３・
６・
４
号
　
小
町
材
木
座
線

３・４・１号　
鎌倉停車場線

３・６・１号　鎌倉駅小町線

３・４・４号藤沢鎌倉線

３・５・12号　金沢鎌倉線

100ｍ0

凡　　　例
決　定　区　域

大　字　界

計　　画　　図

鎌　　倉　　市

令和　　年　　月　　日

道路界（端部）

現地杭界

地番界（別添公図写しのとおり）

現地杭界

地番界（別添公図写しのとおり）

地番界（別添公図写しのとおり）

道路界（端部）

地番界（別添公図写しのとおり）

道路界（端部）

境界番号　

図面の名称 

番 号 
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議案第４号 鎌倉都市計画小町二丁目地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会

鎌倉都市計画小町二丁目地区
地区計画の決定について

議案第４号

１ 議案

地区計画とは、建築物の建築形態、公共施設その他の施設の配
置等からみて、一体としてそれぞれの区域の特性にふさわしい
態様を備えた良好な環境の各街区を整備し、開発し、及び保全
するための計画

0

資料２



議案第４号 鎌倉都市計画小町二丁目地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 議案第２号 鎌倉都市計画生産緑地地区の変更について

位置図

鎌倉駅

1

市内で12箇所、約89.8haの地区計画を都市計画決定

岩瀬地区地区計画

鎌倉芸術館周辺地区地区計画
大船駅東口第１地区地区計画

台亀井地区地区計画

大船高野地区地区計画

十二所積善第２地区地区計画

大平山丸山地区地区計画

深沢地区地区計画

笛田三丁目地区地区計画

腰越五丁目地区地区計画
十二所積善地区地区計画

大町六丁目地区地区計画



議案第４号 鎌倉都市計画小町二丁目地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 2

鎌倉駅

至 鶴岡八幡宮

住民原案の申出有→原案に基づき、市が地区計画案を作成

宇都宮

稲荷神社

妙隆寺

位置図



議案第４号 鎌倉都市計画小町二丁目地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 3

現在、住民の皆様によるまちづくりとして、「自主まちづくり計画」、

「自主まちづくり協定」を運用し、住民主体で良好なまち並みを守っ
ている。

名称 制定年 主な制限・取り決め

鎌倉宇都宮辻子
幕府跡周辺地区

自主まちづくり計画

平成30年11月

建築物の階数・高さについて。２階
建て以下とし、高さは９ｍを上限と
する。
※高さとは、地盤面の最下部から建築物
（塔屋、屋上設備及び屋上フェンス含む）
の最上部まで

鎌倉宇都宮辻子
幕府跡周辺地区

自主まちづくり協定

平成31年４月
内容は同上。区域内で建築行為を
行う者に対し、市長が内容を遵守
するよう指導することとしている。

これまでの経緯



議案第４号 鎌倉都市計画小町二丁目地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 4

令和３年６月
まちづくり市民団体から地区計画の
住民原案申出の提出

令和５年２月
原案申出者に都市計画案を作成する
必要がある旨の「判断結果通知」を通
知

令和５年３月
住民説明会を開催（地区内外の住民
意見聴取）

令和５年８月

説明会や都市計画審議会の意見を
総合的に踏まえ、住民原案を基に市
案の方針を決定し、都市計画決定に
向けた手続を開始

平成30年、31年 自主まちづくり計画策定、自主まちづくり協定締結

これまでの経緯

都市計画審議会
で報告・意見聴取
(２回）

土地利用協議会
（３回）

都市計画審議会
で報告・意見聴取
(２回）



議案第４号 鎌倉都市計画小町二丁目地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 5

現状の土地利用規制等について



議案第４号 鎌倉都市計画小町二丁目地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 6

本地区の土地利用の方針

位置付：旧市街地の住宅地

○将来土地利用イメージ

社寺等の歴史的遺産や自然と一体となった低層低密で緑豊かな
落ちついた雰囲気を持つ戸建住宅を主体とし、一部中層の共同住
宅や、住環境と調和した店舗等のある魅力的な住宅地として保全
を図ります。

○方向性

位置付け：昔ながらの落ち着いた佇まいが残っている地区

地区計画、建築協定等の適用による敷地の細分化防止、良好な

住環境の保全

鎌倉市都市マスタープランでの位置付について



議案第４号 鎌倉都市計画小町二丁目地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 7

名称： 小町二丁目地区地区計画
位置： 鎌倉市小町二丁目 地内
区域面積： 約０．９ha
同意率： 約９５％ (権利者に対する割合）

約８２％（土地の総地積に対する割合）

地区計画の内容について

※名称を「宇都（津）宮辻子幕府跡周辺地区地区計画」から
「小町二丁目地区地区計画」に変更



議案第４号 鎌倉都市計画小町二丁目地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 8

【区域の整備・開発及び保全の方針】

地区計画の
目標

鎌倉時代の政庁がおかれた地である宇都宮
辻子幕府に位置し、民衆が暮らす中心地であっ
た本地区を古都鎌倉に相応しい、うるおいのある
低層住宅地として形成、保全し、住民が豊かに
暮らすことのできるまちづくりを目標とする。

地区計画の内容について



議案第４号 鎌倉都市計画小町二丁目地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 9

【区域の整備・開発及び保全の方針】

土地利用の
方針

本地区は、社寺等の歴史的遺産と一体となった低
層低密で緑豊かな落ちついた雰囲気を持つ戸建て
住宅を主体とした低層住宅地と位置付け、建築物の
用途の規制、高さの制限等により閑静で良好な住環
境の形成及び維持・保全を図る。

また、地区内道路は、安全な車両の通行を確保す
るように維持・保全を図る。

建築物等の
整備の方針

閑静なゆとりのある低層住宅地を形成するため、建
築物の用途、容積率、建蔽率、最低敷地規模、高さ、
形態及び緑化率について明確な規制誘導をする。

緑化の方針
緑あふれ、潤いのある住環境を形成するため、敷

地内において緑化を図るよう努める。
※県事前協議により

地区施設の指定を行っていないため、原案から「地区施設の整備の方針」

を削除。記載内容は土地利用の方針に追記



議案第４号 鎌倉都市計画小町二丁目地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 10

【地区整備計画】

建築物の用途の
制限

次の各号に掲げる建築物以外の建築物を
建築してはならない。ただし、地区計画の決
定の告示日に、現に存する建築物並びに現
に建築、大規模の修繕及び大規模の模様替
の工事中の建築物（以下、「従前建築物」とい
う。）がこの規定に適合しない場合において
は、この限りでない
（１）戸建住宅、共同住宅及び長屋
（２）前号の建築物に附属するもの

建築物の容積率
の最高限度

１２０％

地区計画の内容について
都市計画審議会等の意見を聴き、
原案から追加・変更等をしたもの



議案第４号 鎌倉都市計画小町二丁目地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 11

【地区整備計画】

建築物の建蔽率
の最高限度

６０％

建築物の敷地面
積の最低限度

１６５㎡

ただし、地区計画の決定の告示日に、現に
建築物の敷地として使用されている土地で
当該規定に適合しないものについて、その
全部を一の敷地として使用する場合におい
てはこの限りではない。

地区計画の内容について



議案第４号 鎌倉都市計画小町二丁目地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 12

【地区整備計画】

建築物の高さの
最高限度

建築物の高さは８．２ｍ、軒の高さ７．０ｍ
をそれぞれ超えないものとする。ただし、地
区計画の決定の告示日に、従前建築物がこ
の規定に適合しない場合においては、この
限りでない。なお。建築、大規模の修繕及び
大規模の模様替については、次に掲げる範
囲内とする。
（１）従前建築物の同一敷地であること。
（２）従前建築物の高さを超えないこと。

地区計画の内容について

※軒の高さを原案６．８ｍから７．０ｍに変更



議案第４号 鎌倉都市計画小町二丁目地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 13

【地区整備計画】

建築物等の形態
又は色彩その他
の意匠の制限

建築物等の形態
（１） 階数は地階を除き２以下とする。
（２） 屋外広告物等については、設置しな

いものとする

地区計画の内容について

※関係機関協議により
建築物等の色彩関連について以下の理由により削除
・原案：「壁面及び屋根の基調色は色相がＲ、ＹＲ、Ｙの場合は彩度４以下、その他の
色相は彩度２以下とする。」
景観地区の基準：色相０ＹＲ～５Ｙの場合、彩度４以下、その他の色相は彩度１以下
→原案の基準は、景観地区の基準で規制される。

・原案 ：「屋根の基調色は明度６以下とする。但し、物置及び車庫はこの限りではない。」
景観地区の基準：屋根の基調色は明度６以下
→原案の基準は、景観地区の基準で規制される。

建築物の緑化率
の最低限度

２０％



議案第４号 鎌倉都市計画小町二丁目地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会 14

現行の規制 地区計画（案）

建ぺい率 ６０％ ６０％

容積率 ２００％ １２０％

建築物の高さ １５ｍ ８．２ｍ

現行の土地利用との比較（主な内容）

地区計画決定後、建築制限の条例

地区計画の内容について



議案第４号 鎌倉都市計画小町二丁目地区地区計画の決定について

令和５年度 第４回鎌倉市都市計画審議会

都市計画決定手続

R５.12.13
～12.27

R６.１.29
R６

６月議会
（予定）

議案第２号 鎌倉都市計画生産緑地地区の変更について

縦
覧
者
０
名

意
見
書
０
通

15

～R５.7.26 Ｒ５.11.9
～R５.12.5
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（原案） 

 

鎌倉都市計画地区計画の決定（鎌倉市決定） 
 

都市計画小町二丁目地区地区計画を次のように決定する。 

 

名称 鎌倉宇都（津）宮辻子幕府跡周辺地区地区計画 

位置 鎌倉市小町二丁目地内 

面積 約 0.9 ha 

地区計画の目標 

 鎌倉時代の政庁がおかれた地である宇都宮辻子幕府に位置

し、民衆が暮らす中心地であった本地区を古都鎌倉に相応し

い、うるおいのある低層住宅地として形成、保全し、住民が豊

かに暮らすことのできるまちづくりを目標とする。 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

土地利用の方針 

当地区は、社寺等の歴史的遺産と一体となった低層低密で緑

豊かな落ちついた雰囲気を持つ戸建て住宅を主体とした低層

住宅地と位置付け、建築物の用途の規制、高さの制限等により

閑静で良好な住環境の形成及び維持・保全を図る。 

緑化の方針 
緑あふれ、潤いのある住環境を形成するため、敷地内におい

ては緑化を図るよう努める。 

地区施設の整備の方針 
地区内道路は、安全な車両の通行を確保するように維持・保

全を図る。 

建築物等の整備の方針 

閑静なゆとりのある低層住宅地を形成するため、建蔽率、容

積率、建築物の用途、高さ、意匠及び形態について明確な規制

誘導をする。 

  

資料３ 



（原案） 

 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

建築物等の用途の

制限 

次の各号に掲げる建築物以外の建築物を建築してはならな

い。ただし、地区計画の決定の告示日に、現に存する建築物並

びに現に建築、大規模の修繕及び大規模の模様替の工事中の建

築物がこの規定に適合しない場合においては、当該建築物の建

築、大規模の修繕及び大規模模様替に対しては、当該規定は適

用しない。 

（１）住宅、共同住宅及び長屋 

（２）前号の建築物に附属するもの 

建築物の容積率の

最高限度 
120％ 

建築物の高さの最

高限度 

建築物の高さは 8.2ｍ、軒の高さは 6.8ｍをそれぞれ超えな

いものとする。 

ただし、地区計画の決定の告示日に、現に存する建築物並び

に現に建築、大規模の修繕及び大規模の模様替の工事中の建築

物（以下、「従前建築物」という。）がこの規定に適合しない場

合においては、次に掲げる範囲内において行う建築、大規模の

修繕及び大規模模様替については、この限りでない。 

（１）従前建築物の同一敷地であること。 

（２）従前建築物の高さを超えないこと。 

建築物等の形態又

は色彩その他の意

匠の制限 

１ 建築物等の形態 

(１) 階数は地階を除き２以下とする。 

(２) 屋外広告物等については、設置はしないものとする。 

 

２ 建築物の色彩 

(１) 壁面及び屋根の基調色は、色相がＲ,ＹＲ, Ｙの場合

は彩度４以下、その他の色相は彩度２以下とする。 

(２) 屋根の基調色は明度６以下とする。 

但し、物置及び車庫はこの限りではない。 

 

「区域、地区の区分の配置は計画図表示のとおり」 

 

理  由 

 別紙理由書のとおり 





報告第５号 

 

 

 

 

第８回線引き見直しに向けた取組状況について 



目次 

   資料１ スライド資料 

 

資料２ 新旧対照表（素案） 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 ……………… ２－１ 

都市再開発の方針 …………………………………………… ２－２ 

住宅市街地の開発整備の方針 ……………………………… ２－３ 

区域区分 ……………………………………………………… ２－４ 

 

資料３ 第８回線引き見直しにおける基本的基準 
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3,967ha 3 967ha 100%
2,569ha 65%
1,398ha 35%
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3,967ha 3,953ha 14.02ha
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鎌倉・整開保－1                                                    鎌倉・整開保－1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－序－ 

■ 都市計画区域マスタープランとは 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

( )
 



鎌倉・整開保－2                                                    鎌倉・整開保－2 

第１章 神奈川の都市計画の方針 

１ 県全域における基本方針 

（１） 県土・都市像 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 特区制度 ： 区域を限定して規制の特例措置を認める制度。本県では、国家戦略特区、京浜臨海

部ライフイノベーション国際戦略総合特区、さがみロボット産業特区の３つの特区が指定さ

れている。また、「スーパーシティ」構想を実現するための「国家戦略特別区域法の一部を

改正する法律」が令和２年９月に施行されている。 

※ ストック効果の最大化 ： 第４次社会資本整備重点計画で示された考え方。ここでは、持続可能な社

会資本整備に向けて、集約・再編を含めた既存施設の戦略的メンテナンス、既存施設の

有効活用（賢く使う取組み）といったマネジメントの徹底、PPP/PFIの積極活用などを指

す。 

第１章 三浦半島都市圏域の都市計画の方針 

１ 県全域における基本方針 

(１) 都市づくりの基本方向 

① 県土・都市像 

 

 
 
 
 
 

�

県土・都市像

地域の個性を伸ばし、活力と魅力あふれる強靱な都市 かながわ

循環型、脱炭素型、自然
共生型の都市づくり

多様な主体
による都市づくり

地域活力を維持・形成する
都市づくり

地域の実情に応じた

「コンパクト＋ネットワーク」
による都市づくり

地域の個性を生かした
交流と連携による
都市づくり

大規模災害などからいのち
とくらしを守る都市づくり

持続可能な
魅力あふれる
県土・都市づくり

都市の運営

選択と集中の徹底による社会資本整備
ストック効果の最大化

都市づくり関連制度の積極的な運用

新技術を生かした
都市づくり

総合計画「かながわグランドデザイン」の基本理念

「いのち輝くマグネット神奈川」を実現する



鎌倉・整開保－3                                                    鎌倉・整開保－3 

（２）「環境共生」の方向性 

（３）「自立と連携」の方向性 

② 「環境共生」の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「自立と連携」の方向性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



鎌倉・整開保－4                                                    鎌倉・整開保－4 

（４）将来の県土・都市像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



鎌倉・整開保－5                                                    鎌倉・整開保－5 

（５） 目標年次 

 

（６） 都市計画の目標 

①  集約型都市構造の実現に向けた都市づくり 

② 災害からいのちと暮らしを守る都市づくり

③ 地域の個性や魅力を生かした活力ある都市づくり

(２) 目標年次 

(３) 都市計画の目標 

 

 



鎌倉・整開保－6                                                    鎌倉・整開保－6 

④ 循環型、脱炭素型、自然共生型の都市づくり 

⑤ 広域的な視点を踏まえた都市づくり

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



鎌倉・整開保－7                                                    鎌倉・整開保－7 

２ 三浦半島都市圏域における基本方針 

(１) 都市づくりの目標 

 
 
 

 
(２) 基本方向 

(３) 「環境共生」の方向性 

① 土地の有効活用、利便性の高い市街地の形成 <複合市街地ゾーン> 

２ 三浦半島都市圏域における基本方針 

 

 

 

(１) 都市づくりの目標 

 
 
 

 
(２) 基本方向 

(３) 「環境共生」の方針 

① 土地の有効活用、利便性の高い市街地の形成 <複合市街地ゾーン> 

半島のみどりと海に調和し、生き生きとした都市づくり 半島のみどりと海に調和し、生き生きとした都市づくり 



鎌倉・整開保－8                                                    鎌倉・整開保－8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 生態系などへの配慮とメリハリある土地利用 <環境調和ゾーン> 

③ まとまったみどりの育成・活用 <自然的環境保全ゾーン> 

② 生態系などへの配慮とメリハリのある土地利用 <環境調和ゾーン> 

③ まとまったみどりの育成・活用 <自然的環境保全ゾーン> 
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イ この核との連携を図りながら、二子山などの大規模な樹林地、小網代の森、鎌倉の史跡と

一体となった丘陵部の緑地などは、適切な保全によって生物多様性の確保を図るとともに、

地域固有の資源を生かしたエコツーリズムなど観光の場として活用を図る。 

ウ まとまりのあるみどりや入り江が重なる自然海岸など、多彩な地形が織り成す自然景観の

保全を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 「自立と連携」の方向性 

① 自立に向けた都市づくり 

ア 企業や人材の活動を支える高度な都市機能の集積＜広域拠点＞ 

(ア) 横須賀駅から京急汐入駅・横須賀中央駅周辺に広がる横須賀市中心市街地において、

職・住・遊・学などバランスある機能集積を促進する。国際色豊かな雰囲気を生かした個

性あるまちづくりを進め、商業集積の再編成による競争力・集客力の向上を図るとともに、

交流､情報、文化・芸術などを生み出す創造的な都市づくりを進める。 

イ 都市圏域の自立を支える拠点の維持・育成＜地域の拠点＞ 

(ア) 「鎌倉駅周辺」、「大船駅周辺」、「逗子駅周辺」、「引橋周辺」及び「葉山町役場周辺」

において、地域的なニーズにきめ細かく対応し、生活に密着したコミュニティレベルでの

便利で快適なくらしを支える商業・業務・サービスなどの都市機能の集積を図る。 

(イ) ヘルスケア・ニューフロンティアをはじめ、新たな地域の拠点として、「村岡・深沢地

区」において、ＪＲ藤沢駅～ＪＲ大船駅間の新駅設置に向けた取組みと新たな都市拠点の

形成を進める。 

② 連携による機能向上 

ア 大規模なマーケットを視野に入れた産業・観光などの活性化の促進＜県土連携軸＞ 

(ア) 東京や川崎・横浜などの大規模市場や国際的な空港・港湾との連携を強化するととも

に、東京湾岸の都市・地域間での広域的な交流連携を通じて都市圏域としての自立性を強

めるために、「東京湾東軸」・「東京湾西軸」などの整備・機能強化を図る。 

(イ) 三浦半島のツーリズムを生かした広域的な観光の回遊性を創出・活発化させるために、

湘南など相模湾沿岸地域との交流連携を図る「相模湾軸」などや、房総半島などとの交流

連携を図る「横須賀房総軸」などの整備・機能強化を図る。 

(ウ) 都市圏域内における交流連携を活発化させるため、骨格的な軸となる「半島東軸」や

「半島南北軸」の整備・機能強化を図る。 

イ 地域の特性を踏まえた都市づくりを支える連携軸＜都市連携軸＞ 

(ア) 主に都市圏域内外の交流を補完する軸として「大船江の島軸」、また、主に都市圏域内

の交流を支える軸として「三崎軸」、「半島東西軸」について、拠点間の連携強化や多様な

どりの核として育む。 

イ この核と連携を図りながら、二子山のような大規模な樹林地、小網代の森のような水域と

一体となった特色ある緑地や、広町をはじめとする鎌倉三大緑地などは、関係者との合意の

もと、半島の骨格を形成するみどりとして重点的に保全するとともに、多様な動植物の生息・

生育空間の保全を図る。また、みどり、海といった地域固有の資源を生かしたエコツーリズ

ムなどの企画を充実することにより観光の場として活用を図る。 

ウ 「三浦半島景観域※」を形成する、まとまりのあるみどりや入り江が重なる自然海岸など、

多彩な地形が織り成す自然景観の保全を図る。 

※ 景観域： 「神奈川景観づくり基本方針」(平成 19 年８月策定)において、地域の特性

を踏まえた目標景観像を共有するため、地勢等を踏まえて設定された地域区分

のこと。 

 

(４) 「自立と連携」の方針 

① 自立に向けた都市づくり 

ア 広域拠点 

(ア) 「横須賀市中心市街地」では、三浦半島都市圏域全体の自立をけん引する拠点づくりを

進める。 

イ 地域の拠点 

(ア) 「鎌倉駅周辺」、「大船駅周辺」、「逗子駅周辺」、「引橋周辺」及び「葉山町役場周辺」で

は、三浦半島都市圏域全体の自立を支え、地域における日常生活のニーズにきめ細かく対

応する拠点づくりを進める。 

ウ 新たな地域の拠点 

(ア) 「村岡・深沢地区」においては、ＪＲ藤沢駅～ＪＲ大船駅間の新駅設置に向けた取組と

新たな都市拠点の形成を進める。 

 

 

② 連携による機能向上 

ア 県土連携軸 

(ア) 東京や川崎・横浜などの大消費地や国際的な空港・港湾との連携を強化し、圏域として

の自立性を強めるとともに、東京湾岸の都市間での広域的な交流連携を促進するため、

「東京湾東軸」を構成する「国道 357号」の計画の具体化を図るとともに、「東京湾西軸」

を構成する「京浜急行本線」の輸送計画の改善などに取り組む。 

(イ) 半島のツーリズムを生かした広域的な観光の回遊性の創出を図るため、湘南など相模

湾岸地域との交流連携や東京、川崎・横浜との連絡性を強化する「相模湾軸」を構成する

「ＪＲ横須賀線」の輸送計画の改善などに取り組む。また、房総半島との交流連携を図る

ため、「横須賀房総軸」を構成する「東京湾口道路」の計画を進める。 

(ウ) 都市圏域内の産業、経済、観光などの交流連携を活性化させるとともに、交通渋滞の緩

和を図るため、「半島東軸」を構成する「京急久里浜線」の延伸及び「(都)安浦下浦線」

の整備に取り組むとともに、「半島南北軸」を構成する「三浦縦貫道路」及び「三浦半島
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（５） 三浦半島都市圏域－都市づくりの方向性－ 

 
 
 

(５) 将来都市構造(イメージ図) 
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第２章 鎌倉都市計画区域の都市計画の方針 

１ 都市計画区域における都市計画の目標 

(１) 都市計画区域の範囲 

 

(２) 都市計画区域の都市づくりの目標 

 
(３) 地域毎の市街地像 

① 鎌倉東地域 

② 鎌倉中央地域 

③ 鎌倉南地域 

④ 七里ガ浜地域 

第２章 鎌倉都市計画区域の都市計画の方針 

１ 都市計画区域における都市計画の目標 

(１) 都市計画区域の範囲 

 

(２) 都市計画区域の都市づくりの目標 

 
(３) 地域毎の市街地像 

① 鎌倉東地域 

② 鎌倉中央地域 

③ 鎌倉南地域 

④ 七里ガ浜地域 
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⑤ 腰越地域 

⑥ 深沢市街地域 

 

⑦ 深沢丘陵地域 

⑧ 北鎌倉地域 

⑨ 大船丘陵地域 

⑩ 大船市街地域 

⑪ 玉縄地域 

 

⑤ 腰越地域 

⑥ 深沢市街地域 

 

⑦ 深沢丘陵地域 

⑧ 北鎌倉地域 

⑨ 大船丘陵地域 

⑩ 大船市街地域 

⑪ 玉縄地域 
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２ 区域区分の決定の有無及び区域区分を定める際の方針 

(１) 区域区分の有無 

 
(２) 区域区分の方針 

① 市街化区域及び市街化調整区域に配置されるべきおおむねの人口及び産業の規模 

ア 人口の推計 

イ 産業の規模 

 
 
 

２ 区域区分の決定の有無及び区域区分を定める際の方針 

(１) 区域区分の有無 

 
(２) 区域区分の方針 

① 市街化区域及び市街化調整区域に配置されるべきおおむねの人口及び産業の規模 

ア 人口の推計 

イ 産業の規模 

 
 
 
 



鎌倉・整開保－15                                                    鎌倉・整開保－15 

② 市街化区域のおおむねの規模及び現在市街化している区域との関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 市街化区域のおおむねの規模及び現在市街化している区域との関係 
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３ 主要な都市計画の決定の方針 

(１) 土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 

① 主要用途の配置の方針 

ア 商業・業務地 

イ 工業・流通業務地 

ウ 住宅地 

② 市街地における建築物の密度の構成に関する方針 

ア 商業・業務地 

イ 工業・流通業務地 

３ 主要な都市計画の決定の方針 

(１) 土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 

① 主要用途の配置の方針 

ア 商業・業務地 

イ 工業・流通業務地 

ウ 住宅地 

② 市街地における建築物の密度の構成に関する方針 

ア 商業・業務地 

イ 工業・流通業務地 
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ウ 住宅地 

③ 市街地における住宅建設の方針 

ア 適切な土地利用の実現、良好な居住環境の整備改善、維持保全に関する方針 

④ 市街地において特に配慮すべき問題等を有する市街地の土地利用の方針 

ア 土地の高度利用に関する方針 

イ 用途転換、用途純化又は用途の複合化に関する方針 

ウ 居住環境の改善又は維持に関する方針 

エ 市街化区域内の緑地又は都市の風致の維持に関する方針 

オ 災害防止の観点から必要な市街化の抑制に関する方針 

⑤ 市街化調整区域の土地利用の方針 

ア 優良な農地との健全な調和に関する方針 

ウ 住宅地 

③ 市街地における住宅建設の方針 

ア 適切な土地利用の実現、良好な居住環境の整備改善、維持保全に関する方針 

④ 市街地において特に配慮すべき問題等を有する市街地の土地利用の方針 

ア 土地の高度利用に関する方針 

イ 用途転換、用途純化又は用途の複合化に関する方針 

ウ 居住環境の改善又は維持に関する方針 

エ 市街化区域内の緑地又は都市の風致の維持に関する方針 

⑤ 市街化調整区域の土地利用の方針 

ア 優良な農地との健全な調和に関する方針 
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イ 災害防止の観点から必要な市街地の抑制に関する方針 

ウ 自然環境の形成の観点から必要な保全に関する方針 

エ 秩序ある都市的土地利用の実現に関する方針 

 

(２) 都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針 

(２－１) 交通施設の都市計画の決定の方針 

① 交通体系の整備の方針 

イ 災害防止の観点から必要な市街地の抑制に関する方針 

ウ 自然環境の形成の観点から必要な保全に関する方針 

エ 秩序ある都市的土地利用の実現に関する方針 

 
 

 

(２) 都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針 

(２－１) 交通施設の都市計画の決定の方針 

① 交通体系の整備・保全の方針 
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快適な交通空間の整備に努める。 

オ 生活道路等の交通施設については、安心して暮らせるまちづくりを目指しており、歩車道

の分離、交通安全施設等の整備を図る。 

カ 既存の施設については、適時適切な維持管理により長寿命化を図るとともに、耐震化対策

を進める。また、老朽化した施設については、改築等により機能更新を図る。 

 

② 主要な施設の配置の方針 

ア 道路 

本区域は、鎌倉幕府開府以来の歴史を持つ都市であり、主要な幹線道路のほとんどが市街

地を通過しているが、幹線道路は不足し、道路の幅員は狭小である。一方、道路交通需要は、

モータリゼーションの進展、今後変化する広域的交通需要による通過交通の増加や、土曜・

日曜・祝日のレジャー交通需要の増大が著しく、本区域での交通混雑を招いている。 

 

このため、自動車専用道については、１・３・１高速横浜環状南線(首都圏中央連絡自動車

道)、１・４・１横浜湘南道路(首都圏中央連絡自動車道)を配置する。 

このほか、主要幹線道路については、３・２・１横浜藤沢線、３・５・１国道 134 号線、

幹線道路については、３・３・１鎌倉参道線、３・４・２由比ガ浜関谷線、３・４・３横浜

鎌倉線、３・４・４藤沢鎌倉線、３・４・５深沢村岡線、３・５・２原宿六ツ浦線、３・５・

３大船停車場谷戸前線、３・５・４材木座名越線、３・５・５長谷大町線、３・５・６長谷

常盤線、３・５・７腰越大船線、３・５・９阿久和鎌倉線、３・５・10大船停車場小袋谷線、

３・５・12金沢鎌倉線〔県道 204号(金沢鎌倉)〕、３・６・１鎌倉駅小町線、３・６・３鎌

倉大町線、３・６・７雪ノ下大船線等を配置する。 

また、深沢地域国鉄跡地周辺地区では、地区の都市機能の向上や主要幹線道路等とのネッ

トワーク化を図る道路の計画の具体化を図る。 

イ 駅前広場 

周辺道路交通の円滑化と乗換機能の改良を図るため鎌倉駅、大船駅、湘南深沢駅等の駅前

広場を配置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 交通施設の整備にあたっては、その構造等について、沿道環境への影響に充分に配慮し、

快適な交通空間の整備に努める。 

オ 生活道路系の交通施設については、安心して暮らせるまちづくりを目指しており、歩車道

の分離、交通安全施設等の整備を図る。 

カ 既存の施設については、適時適切な維持管理により長寿命化を図るとともに、耐震化対策

を進める。また、老朽化した施設については、改築等により機能更新を図る。 

② 主要な施設の配置の方針 

ア 道路 

本区域は、三浦半島の基部に位置し、鎌倉幕府開府以来約 800年の歴史を持つ都市であり、

主要な幹線道路のほとんどが市街地を通過しているが、幹線道路は不足し、いまだ道路の幅

員は狭小である。一方、道路交通需要は、モータリゼーションの進展、今後変化する広域的

交通需要による通過交通の増加や、日曜・祭日のレジャー交通需要の増大が著しく、本区域

の中心地での交通混雑を招いている。 

このため、自動車専用道については、１・３・１高速横浜環状南線(首都圏中央連絡自動車

道)、１・４・１横浜湘南道路(首都圏中央連絡自動車道)を配置する。 

このほか、主要幹線道路については、３・２・１横浜藤沢線、３・５・１国道 134 号線、

幹線道路については、３・３・１鎌倉参道線、３・４・２由比ガ浜関谷線、３・４・３横浜

鎌倉線、３・４・４藤沢鎌倉線、３・５・２原宿六ッ浦線、３・５・３大船停車場谷戸前線、

３・５・４和田塚名越線、３・５・５長谷大町線、３・５・６長谷常盤線、３・５・７腰越

大船線、３・５・９阿久和鎌倉線、３・５・10大船停車場小袋谷線、３・６・３鎌倉大町線、

３・６・７雪ノ下大船線、県道 204号(金沢鎌倉)等を配置する。 

イ 駅前広場 

周辺道路交通の円滑化と乗換機能の改良を図るため鎌倉駅・大船駅等の駅前広場を配置す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



鎌倉・整開保－20                                                    鎌倉・整開保－20 

③ 主要な施設の整備目標 

ア 整備水準の目標 

イ おおむね 10年以内に整備することを予定する主要な施設 

 
(２－２)下水道及び河川の都市計画の決定の方針 

① 下水道及び河川の整備・保全の方針 

ア 下水道及び河川の整備の方針 

③ 主要な施設の整備目標 

ア 整備水準の目標 

イ おおむね 10年以内に整備することを予定する主要な施設 

 
(２－２)下水道及び河川の都市計画の決定の方針 

① 下水道及び河川の整備・保全の方針 

ア 下水道及び河川の整備の方針 

 



鎌倉・整開保－21                                                    鎌倉・整開保－21 

② 主要な施設の配置の方針 

ア 下水道 

イ 河川 

③ 主要な施設の整備目標 

ア 整備水準の目標 

 

イ おおむね 10年以内に整備することを予定する主要な施設 

 

(２－３)その他の都市施設の都市計画の決定の方針 

① その他の都市施設の整備・保全の方針 

② 主要な施設の配置の方針 

ア ごみ処理施設 

イ 市場 

 

 

 

② 主要な施設の配置の方針 

ア 下水道 

イ 河川 

③ 主要な施設の整備目標 

ア 整備水準の目標 

 

イ おおむね 10年以内に整備することを予定する主要な施設 

 
 
 

(２－３)その他の都市施設の都市計画の決定の方針 

① その他の都市施設の整備・保全の方針 

② 主要な施設の配置の方針 

ア ごみ処理施設 

 

 



鎌倉・整開保－22                                                    鎌倉・整開保－22 

③ 主要な施設の整備目標 

ア ごみ処理施設 

イ 市場 

 

(３) 市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定の方針 

① 主要な市街地開発事業の決定の方針 

② 市街地整備の目標 

 
 

③ 主要な施設の整備目標 

ア ごみ処理施設 

(３) 市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定の方針 

① 主要な市街地開発事業の決定の方針 

② 市街地整備の目標 

 
 



鎌倉・整開保－23                                                    鎌倉・整開保－23 

(４) 自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定の方針 

① 緑地・オープンスペース等の整備・保全の方針 

② 主要な緑地の配置の方針 

ア 環境保全系統の配置の方針 

イ レクリエーション系統の配置の方針 

ウ 防災系統の配置の方針 

エ 景観構成系統の配置の方針 

(４) 自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定の方針 

① 緑地・オープンスペース等の整備・保全の方針 

 

 

② 主要な緑地の配置の方針 

ア 環境保全系統の配置の方針 

イ レクリエーション系統の配置の方針 

ウ 防災系統の配置の方針 

エ 景観構成系統の配置の方針 



鎌倉・整開保－24                                                    鎌倉・整開保－24 

オ 総合的な緑地の配置の方針 

  

 

 

 

 

③ 実現のための具体の都市計画制度の方針 

ア 樹林地の保全と活用 

イ 農地の保全と活用 

ウ 公園・緑地等の整備 

 

オ 総合的な緑地の配置の方針 

③ 実現のための具体の都市計画制度の方針 

ア 樹林地の保全と活用 

イ 農地の保全と活用 

ウ 公園緑地等の整備 



鎌倉・整開保－25                                                    鎌倉・整開保－25 

 

 

 

④ 主要な緑地の確保目標 

ア 緑地の確保目標水準 

 

イ おおむね 10 年以内に指定することを予定する主要な地域地区、または整備することを予

定する主要な公園緑地等 

ウ 主な地域地区・公園緑地等の確保目標 

④ 主要な緑地の確保目標 

ア 緑地の確保目標水準 

 

イ おおむね 10 年以内に指定することを予定する主要な地域地区、または整備することを予

定する主要な公園緑地等 

ウ 主な地域地区・公園緑地等の確保目標 



鎌倉・整開保－26                                                    鎌倉・整開保－26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



鎌倉・整開保－27                                                    鎌倉・整開保－27 

４ 都市防災に関する都市計画の決定の方針 

(１) 基本方針等 

① 基本方針 

② 都市防災のための施策の概要 

ア 火災対策 

イ 地震対策 

ウ 土砂災害対策 

エ 浸水対策 

オ 津波対策 

カ その他 

４ 都市防災に関する都市計画の決定の方針 

(１) 基本方針等 

① 基本方針 

 

 

② 都市防災のための施策の概要 

ア 火災対策 

イ 地震対策 

ウ 浸水対策 

エ 津波対策 

オ その他 



鎌倉・整開保－28                                                    鎌倉・整開保－28 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



鎌倉・整開保－29                                                    鎌倉・整開保－29 
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鎌倉・整再－1                                                    鎌倉・都再－1 

１ 基本方針 

２ 計画的な再開発が必要な市街地 

 

３ 特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区(二項再開発促進地区) 

４ その他必要な事項(要整備地区) 

１ 基本方針 

２ 計画的な再開発が必要な市街地 

 

３ 特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区(二項再開発促進地区) 

４ その他必要な事項(要整備地区) 



鎌倉・整再－2                                                    鎌倉・都再－2 

 
 



鎌倉・整再－3                                                    鎌倉・都再－3 

 



鎌倉・整再－4                                                    鎌倉・都再－4 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 



鎌倉・整再－5                                                    鎌倉・都再－5 

 
 
 
 

 
 
 
 



鎌倉・整再－6                                                    鎌倉・都再－6 
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鎌倉・住宅－1                                                    鎌倉・住宅－1 

１ 住宅市街地の開発整備の目標と整備開発の方針 

(１) 住宅市街地の開発整備の目標 

 

(２) 良好な住宅市街地の整備又は開発の方針 

① 良好な住宅地の環境保全と景観形成 

② 都市型住宅建設の推進 

③ コミュニティの活性化 

 

 
 
 
 

１ 住宅市街地の開発整備の目標と整備開発の方針 

(１) 住宅市街地の開発整備の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 良好な住宅市街地の整備又は開発の方針 

① 良好な住宅地の環境保全と景観形成 

② 都市型住宅建設の推進 

③ コミュニティの活性化 

 
 





Ⅰ 市街化区域及び市街化調整区域の区分 

 

Ⅱ 人口フレーム 

Ⅰ 市街化区域及び市街化調整区域の区分 

 

Ⅱ 人口フレーム 



新旧対照表（面積増減） 
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